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二 葉亭訳 rおひ た ち』 に つ い て

沢　　田　　和　　彦

は じ め に

　『お ひ た ち』は H ．A ．ゴ ン チ ャ ロ ーフ の第二 の長編小説 『オ ブ n 一モ フ 』（1859

年） の 第
一
編第九章 『オ ブ ロ

ー
モ フ の 夢』 か ら，二 葉亭四迷 （本名長谷川辰之

助）が部分訳を行な っ た もの である 。 こ の翻訳は 訳者 の 死後 ， 大正 2年 3月発

行 の 『文章世界』第八 巻第三 号に 発表された 。 そ こ に は訳文に先立 っ て記者の

付記が添え られ て お り， こ れ を信ず る な らば，『お ひ たち』 は 明治 21年 7 − 8 月

頃 に 訳 出 され た とい う こ とにな る。 そ して こ の 訳稿は 未定稿で，森田思 軒 の 遺

族の許に あ っ た とい うω
。 だが 同時に こ れ は完成度の 高い 未定稿と筆春は考え

た い
。 それ は，後述 の よ うに，何 よりも訳文を検討すれば明 らかな の だが，加

え て ， 明治34年頃 の 執筆 と思 しき二 葉亭 の 経歴書 （草稿） の 「飜譯書 目」 の項

に ，「ガ ン チ ャ ロ
ーフ 小詭類」が挙が っ て い る事実 到 を引証 し た い 。 二 葉亭 は

こ の 経歴 書で 2 歳多 くサ バ を読み ， ま た 同 じ 「飜譯書 目」 の項に ドス ト エ フ ス

キ イ を も挙げて い る こ とか ら し て，そ の 信憑性を問題にする 向きもあ ろ うが，

筆者 は こ れ を，二 葉亭が 『お ひたち』を未完作 と して 無視 して い な か っ た こ と，

い やそれ どこ ろか，発表済み の 他の翻訳 と同等視 して い た こ と の 証左 と取りた

い の で ある 。

　しか る に こ の 翻訳発表後 の 反響は ， 管見 に よれば，皆無で ある。 大 正 2年度

の 主要雑誌を繙 い て み て も， 同年刊行 の 『二 葉亭全集』第四巻 の 紹介乃至 書評

は散見される もの の 〔3］，こ の 新た に 発見 され た 翻訳 に 関す る言及は一行た りと

も見出 されず，看過 され た と言 っ て よい 。そ して そ の 傾向は今 日で も依然 と し

て 同様で ある 。 従 っ て こ の 翻訳を検討する こ とは ，決 して 無意味な作業 で は な

い と筆者は 考え る。
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　 まず翻訳の 底本 の 問題か ら始め る と， 二 葉亭が在学 し た 東京外国語学校 （以

下 「外語」 と略 記，後に 東京 商 業学 校に 改廃統合） の 図書館所蔵 の 露文図書で ，該当

個所を含む もの は 次の 3 冊で ある 。

　 ソ ＝ ロ
ーブ 編 r国語 中学 校用 ロ シ ア 語 ア ン ソ ロ ジ ー

』第二 巻 （COKonoB，　B．

　（cocT ．） PonHafi　 pellb．　 PyccKafi　 xpecToMaTH 兄 n ・1・fi　 cpenHvlx 　 yue6Hblx

　3aBe πeHH 負．　9 ．2，
　M ．， 1891．）

　 フ ィ ロ
ー

ノ ブ 編 『中学校高学年用 ロ シ ア 語 ア ン ソ ロ ジ ー
第
一

巻 叙事詩篇』

　（OPHAoHoB，　A ．（cocT ．）PyccKafi　xpHcTotvlaTzfi 　c　npHMeqaHHHMH 双朋 BNcu エHx

　KnaccoB 　cpeJLHnx 　yqe5Hblx　3aBe 双eHH 且．　u ．1．　∂nHtlecKan 　no ∋3HH ．　レ13八．

　nrtToe，3Ha畷 Te 刀bHo 　HcnpaBneHHoe ．　 Cロ6，1875．）

　 バ シ ース トフ 編 『P シ ア 語教授用詩交選 （分析 ・作文用）第二 課』（BaCHCTQB，

　H ．（cocT ．） XpecToMuTHfi　nnfi　ynoTpe6Jleilua　ripva　ripenoJZaBaHHH 　PYccKoDo

　fi3blKa ．　Kypc　2，从 ，，1876．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

但 し ソ コ ロ
ー

フ の ア ソ ソ n ジ ー
は 1891年，即 ち明治24年とい う発行年か らして ，

一応除外 され うる 。 結 論 か ら言 えば ， 筆者は フ ィ ロ ーノ フ

．
の ア ン ソ 卩 ジ ーを

『お ひ たち』 の 底本 と考え た い 。 そ の 論拠 と し て は ，次 の 六 点を挙げる こ とが

で きる 。

　 L 　 こ の ア ン ソ ロ ジ ーが外語 4 ・5 年 の 文法，修辞，文学史 の 時間 の 教 科 書

として 使用 され ｛4｝，二 葉亭がそれ に接する機会が あ っ た こ と 。

　2．　 明治21年 3 ・4 （？）月と22年冬頃，二 葉亭が矢崎鎮四郎に 宛 て た 2通 の

書簡に それ ぞれ ，「兼而恩借致居候露國文篁軌範中 よ り『學術 と美術 と の差別』と

題する論文を國民之友投書可致積 に て既 に 飜譯仕 り候ゆえ……」，「……恩借 の

貴稿吝嗇家之肚露璽 文重動籖拜に 十全法話 ハ與に桑原方ま て 差出置候間……
」
〔51

とあ り，当時 「露國文章軌範」 と呼ばれ た こ の ア ン ソ ロ ジ ーを ，二 葉亭が矢崎

か ら借用 し て い た こ とが判明する こ と 。　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 ．

　 3． 二 葉亭が訳 文 の 前書 きで ， こ の 次に 訳そ うと述べ た に もか か わ らず訳出

されな か っ た（と思われ る），オ ブ ロ ーモ フ が シ ュ トル ツ に 自己 の 生 活 の 理想 を

物語る個所 も，引き続 きこ の ア ン ソ ロ ジ ー
に収録 され て い る こ と。

　 4． 『『ア リ ス ト
ー

テ リ』 悲壮体院 劇論解釈』が同ア ン ソ ロ ジー
第三 巻 r劇 詩

篇」 よ り， また 『カ ー ト コ フ 氏美術俗解』が 同第四 巻 「散文篇」 よ り訳 出 され

て い る こ と（6］
。
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　5．　 こ の ア ン ソ rr ジ ー
の テ キ ス トを ， 今後 ゴ ソ チ ャ P 一フ 研究の定本に な る

と思わ れ る八 巻本作品集第四巻 『オ ブ P 一モ フ 』 の テ キ ス トと校合し て み る と ，

都合84個所 の 異同が認め られた 。 そ の大部分は コ ン マ ，ピ リオ ド，
セ ミ コ ロ ン ，

ダ ッ シ ＝， ハ イ フ ン の 異同や ミス プ リ ン トだが ， 単語その もの の入れ替わ っ て

い る ケ ース が 5 例あ っ た 。 こ れ らの うち バ シ
ー

ス トフ の ア ン ソ ロ ジ ー
に は 見 ら

れず，フ ィ ロ
ー

ノ ブ の み に 見 出 され る異同を 4 例引用 し，それ に 二 葉亭の 訳語

を当て て み る と，

　
“

．．．Korna 　Ha 　Hee 　6pocHmlcb〔co6paaHcb 　一 作品集第四 巻， 以下同様〕c
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［さ］　　 　 む か

　BH ・lalM 　va　TorropaMH
，

”

「…此犬〔，〕投げ熊手，手斧な どを提げて對 ツ た 所 ， 」17）

“

LB〔Y！−LB（114）〕」ZoMe 　Boqapli π acb 　MepTBafi 　TliLIJHHa ・” （522） 「家内皿 死

　ん だや うな靜か さが ゆき渡る 。 」（314）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［あ t ］

　
‘‘
＿KaK 　6bl　B 　OBpar 》 ．．．〔．．．》 （115）〕

”

（523） 「… ヒ ヨ ッ と坑へ で も）…」

　（316）

　
tc
…　KTo 　ogHeTcA ，　n ・m ｛）HeT 钁 〔罫〔115）〕rrpoMbMliT 　qTo −To 　Bo 　cHe ；

”

（523）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［O ちコ

　「…眼を覺 ますか ， 夢中で唾を する か ，又 は何か 口 の 中で 云 ふ 者が有れば ， 」

　（316）

二 葉亭 の 翻訳 が原 文 に 忠 実で あ る こ とを思 い 合せれ ば，上記 の 個所 は フ ィ ロ
ー

ノ ブ 底本説の 有力な根拠 となるで あろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ ろ ロ　 シ 　 ヤ 　 　 し よ もつ
　6． 外語の 同級生藤村義苗の 回想 に 見 られ る 如 く，「…そ の 頃露西亞 の 書物
　 　 　 　 　 が く か ラ　　　　　 か 　　　　　　　　　　 ほ か 　　　　　｛ んA ま 6　　　な

とい ふ もの は 學校 よ り借 りる よ り外に は 全然街 に 無か つ た の で ある 。 」
f8｝ と い う，

当時 の 露文図 書の 絶対数 の 少なさ。

2

　次に 原文 と訳文 の 照合 に 移ろ う。 本稿で は 『二 葉亭四迷全集』 （以下 r全集』

と略記）第四巻 （岩波書店，昭39） の 版を テ キ ス ト として使 用 す るが，初出 の テ

キ ス トとの 聞 に は ル ビ の 有無や句読点等，数多くの 異 同が認め られ る の で，そ

れは そ の 都度 〔 〕で 示 す こ ととする。

　さ て 二 葉亭訳を詳細 に 検討 して 得 られた 特微を列挙する と， 次 の 六点に なる 。

　1． 基本的 に 原文 に 忠実な，周密体 の 翻訳で あるが，他方代名詞 の 訳 を可能

な限 り省略 し， また明白な主語 も訳 出 して い な い
。 逆に 副詞，動詞，接続詞や

状況語 とい っ た 形 で ，原文に な い 語句 を付加 した ケ ース も見 られ る 。 また 原夊

の 副詞や代名詞 に，前後の文脈との 関連で説明的な訳語を付 した り，ある い は

思い 切っ た 意訳を行な っ た 個所 も認め られ る 。 例えば，
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ひ ざま つ コ

　
“TaM

，
　cTaB 　Ha 　KouleH ｝1

”
（518）「聖像 の 下 で 跪 ぎ， 」（309），

“
cHpaKT 鮒 ecK 磁

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む ノて か ちコ｝．る
　llenblo

”
（521）「それ も徒 歩 きで は な くて ， 」（313），

“
TaK

，
　qTO6b 【〔qTO6 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しむ か ふ が は コ

　Hx 　oT ｝lecJTo　K　ApyroMy 　Kpalo
”

（522）「向 側 へ 」 （315）。

読点 も必ず し も原文通 りで は な い 。 以上 よ り言え る こ とは ，句読点 も語数 も原

文 に 合せ よ うと した と い う，談話筆記 『余が翻訳 の 標準』 中 の 二 葉亭 の 有名な

言葉は ， 字義通 り 『おひ た ち』 に は 適用 でぎな い とい う こ とで ある 。
こ の 点に

つ い て は 後に 再度触れ る 。

　2． 俗語や 日本 固有の言葉を訳文に用 い て い る こ と 。

　
“
AYuleHbKa

”
（518）厂ア イ よ」 （309），

“

ceMn 双y田
”

（518）「七 人の 小作」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こふ だ い と ざ s

　（309），
“ Becb　sToT 　IxlTaT　H 　cBHTa

”

（519）「譜代外樣 の 人 々 」 （309），
“

Ky 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に ぜ k ］　　　　　 te

　 uraTb 　He 　cTaHeT
”

（520）「御膳 も何 も喫べ な くな らア ね 。」（311），
“ApanKy

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 m ご りざけ

　〔犬 の 名
一

引用者〕
”

（520）「黒」 （312），
“

五p朋 Hoe 　 BHHo
”

（522）「濁酒」

　 （314）。

二 葉亭が言文一致体草創に あた っ て ， 「ポ エ チ カ ル 担 な俗語 を積極的に摂取 し

よ うと した こ とは 周知 の 事実で あ り，
こ の 場合 もそ の

一
例 と言 え る

。

　 3． 「…で 。」 で 言 い 切 る形 ， い わゆる 「デ止め 」が 散見 され る こ と 。 読点を

伴 う場合 も含む と，都合 9例 であ る 。 水 野清氏は こ の 交末形式を 「注釈的な表

現」匡〔1 と称 し て い る 。 こ の 形式は ，尾崎知光氏 に よ る と，「明治二 十年代か ら藤

村及びそ の 後に 至 るまで ，創作，翻訳両分野 に わ た っ て 好 ん で 用 い られた も

の j
’an で ある とい う。 二 葉亭の 文学活動に お い て は ， 木坂基氏の 頻度数調査 に

よ る と，「前期 『浮雲』 時代は 特に パ ーセ ン テ
ージ が 高 く，中期 丁うき草』時

代の ， 「で ある」 体に よ る言文
一

致体を
一

応確立 した頃 も， か な りの 高 い 率を

もち ， 後期 ， 『其面影』 前後に 至 っ て 低 くな っ て い る 」醜

　 更に 尾崎氏 の 興味深 い 考察 を紹介す る と， 既 に
一再な らず指摘 され て い る よ

うに ， こ の文末形式が 江戸文学，例えば三遊亭円朝 の 講 談等に 由 来す る こ とを

述べ た上 で，それが多用 される理 由 の
一つ として ， 氏は 翻訳の 影響を挙げて い

る 。 「従属節で終る形 は 欧文 で は 普通 で あ り，そ れ を そ の ま ま の 順序で 訳す と

日本文 とし て は 中止の 言い 方 とな るか らで す 。 」cu い ま 『お ひ た ち』 に 例 を とる

な らば ，

　
“ TaM　 Haulnu 　 onHa ｝lcnbl　 co6aKy ，　 npH3HaHHo ｝o 〔npM3HaHHylO 〕 6ellieH。ro

　 HoToMY 　ToxbKo
，

9To 　oHa 　6pocH 刀acb 　oT 　JIK〕Ae 貢　npoqb
，
　 Korna 　Ha 　Hee

　 6PocM　Ixcb 〔co6panHcb 〕　c　BH 　IaMH 　H 　TorlopaMH
，　H 　HcHe3 ・la 　r双e−To 　3a

　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔ふ か あな〕

　 ropoil ；
”

（519）「深坑で 或時犬を見附けた事が有 る，此 犬〔， 〕投げ熊手，手 斧
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　 　 　 　 〔さ〕　　　 む か 　　　　　　　　〔匹 〕　　　　　　　　　　　　 〔か ぐ〕　　 〔｝ts・］
　などを提げて 對 ツ た所，逃げて 山の 向ふ へ 匿れ た 計 りで 狂犬 と認め られた の

　で 。」 （310）。

つ ま り， 原文 の 順序通 り前か ら訳そ うとする の で ，

“

flpn3HaHmoEo 〔nPH311aHHylo 〕

6e田 eHOEO
”

以下を後で 訳出する こ ととな り， 日本語 の 上 で 「…狂犬 と認め ら

れ」 と中途半端 な形 に な っ て し ま い ，必然的に 「デ止 め 」 を用 い る こ とに なる，

とい うの で ある。傾聴 に 値す る指摘で あ る。

　4． 原交 で 〈（前置詞十 ）形 容詞十名詞〉の語結合を，累加的表現で 訳 出 した

こ と。

　
“

oT 　nくapl 〈ofi 湘 〕5Bn ”

（518）「戀 〔ひ〕しさ，なつ か しさ」 （309），
“

cPa 皿o−

　cTHblM 　H3yM πeHHeM
”

（519）「嬉 し さ うに ， 珍 ら し さ うに 」 （310），

“
＞fcHBoti

　paAocTbH）
”

（519）「大喜 び に 喜び」（310），
“

oT 　 nblTnnBoro 　 BHHMaHH π
”

　（520） 「油斷 の 無い ，物好きな眼」（312）。

こ れ は 偶然 の 現象で は あるま い
。 『余が翻訳の標準』 に 明らか な よ うに ，二 葉

亭は 欧文 の文体を観察 して ，それ は 同意語句 の 反復に よ っ て音調 の 効果を意図

し て い ると見 た 。 それ に ひ きか え， 日本 語の 文章は 「単調（モ ノ トナ ス ）」 で あ

る 。 そ の 単調な 日本文辷彼は 「音楽的（ミ ュ
ージ カ ル ）」 な原文 の 音調を移 植 し

よ うと試みた の だ っ た 。 上記用 例 の うち ，

“

cpaJIOCTHblM 　H3yM πeH レ玉eM
”

とい

う表現 に っ い て A ．Φ．エ フ レ ーモ フ は ， 「風 俗描写 に 豊 か な表現力を付与せ ん

が ため，作者は 名詞を状況語 として 用い た の だ 。」 と述べ
， また

“
OT ｝KaPK 磁

n｝05BH
”

に 関 し て は ，こ の よ うな 「語結合は さほ どあ りふ れ た もの とは 思 えな

い 。

…これ らす べ て の 狙 い は表現 力 に あ る 。」［14 とい う コ メ ン トを加 えて い る 。

二 葉亭は こ の よ うな点を 明確に 把握 した上 で ，意識的 に累加的表現を用 い た の

で ある 。

　5． 誤訳が計19個所認め られたtm
。 倶 し， こ の うち

“ U πhff　H 舳 Hq
”

（519）

「イ ー
リ ヤ ，イ

ー
リ イ チ 」 （309）な どは ，厳密に 言 っ て ，誤 訳 とは 言えな い か

も しれ ぬ 。 また エ フ レ ーモ フ が， 「ゴ ソ チ ャ P 一フ の 特殊性は …彼が
一

般 に 用

い られる語彙を使用す る際，そ の 特殊な カ テ ゴ リー，即ち， E 常風俗 の 語彙 に

最大 の注意を払 う点に存 し て い る 。 」oe と述べ て い る よ うに ， 『オ ブ ロ
ー

モ フ の

夢』 に は 日用 品や 食品名が頻出す る。 そ して こ の よ うな名詞 の 訳語に ， 二 葉亭

の 苦労が偲ばれ る の で あ る 。 例 を 挙げれ ば，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tパ　 ソユ　　　　　　 ［・c 　 s ）

　
“ 6yno・IKaMH ，　cyxapliKaMH

，
　c” HBogKaMH

”

（519） 厂麺包 ， 砂糖 ， 乳酪」（309），
　 　 　 　 　 　 　 　 か け し る

　
t‘

coycy ，，

（521）　「醤」　（313），　
‘‘

BapeHH 蘯
，
　coJleHH 苴

，
　 HeqeHH 苴

”

　（521）　厂貢物 ，

　焼物，　蟹墅漬」　（313）o
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従 ・ て
“

・y・aP ・・〈aMII
，
・C」IHB ・・K ・M ・

・

「闘 …
（Jn，輪 」 な ども， 当時の 。 シ ．語

学 習 の レ ベ ル や条件，外国の 事物に対応す る 日本語 の 絶対的 不 足を 考慮に 入れ

る な らば，誤訳 とは 言 い 切れ ま い
。

ツ ル ゲ ー
ネ フ 『父 と子』 の 二 葉亭，相馬御

風両訳 を比較 して 前者 の 苦労 に 思 い を馳せ た ， 次の よ うな逍遙の 言 に 耳を傾け

魏 ・ ・
∵難 嘸 醸 す・

，鰾灘 灘 が 毯め て萋・ か つ 融 産
交物か ら衣服 器具か ら今で は幾 らも外國 の と相通つ る もの が備 は つ て ゐ る 。岬

　そ の 他 もほ ぼ ケ ア レ ス ・ミ ス テ ーク の類 い だが，た だ一個所 ，
“

…AHTrm … x ・・ ・… A。細 n ・ 3eM ・・
，　P蜘 ・ ・ HH ．… ， 田 ・．．・． npy ・・n

　AHTHH，　BIIecffTepo 　60nb田 e　HacTofiulero 　li　60uKa　Iくa3aJIacb 　c 皿QM 　BeJI ？19H ．

　
H °li

・
　 a ・TeHb 　nOtLlaAu 　fi・1〈pbl．na ・c・60tt　Becb 　nyr ；〔，〕TeHb ［uarHy ”a　 T・”bK ・

　皿Ba　pa3a　no 」Iy 「y　
x
　BnpyP 　ABxHyJ ｛acb 　3a　ropy ，　a　AHTHn 〔e  e〕Hco 　J［Bopa

　 He　ycneJI　csexaTb ！
’
（520）

とい う場面 に 登場す る下男 AHTHn を 「ア ン チ
ーブ〔プ〕（髫

の

）」 （311） と解 し

た の は ，二 葉亭 らしか らぬ ミス と言え よ う。

“
mex 顳

”

，
“

CbexaTb ”

とい う動

詞 に気づ か なか っ た もの と見 える。従 っ て 後 の ， 　　　　　　　　
．’

　
‘‘

…AHTHay
・
KeTopbltt

，　nepeKpecTficb ， cTpecKoM 　HeycTpaum ：Io　pa3pyman
　　　　 t

　 ∋TY 　 J匸王o つQHbiTHyfo 　oKaMeHenocTb
”
　（522）

　 　 　 　 　 　 こを つつコ

を ・卜”
興 ・騨 で＋字架を描ぎ鯒 ミ ら

…
」 （314， 傍点は 引鵬 一

以下同様）

と した の は ， こ れ に 伴 う連鎖反応 で あ る 。 ある い は 末定稿 の なせ る業か 。

　6， 逆 に 名訳 と思 し き個所 も数多見られ る こ と。 2例 の み 挙げる と，
　 ‘‘

　　．．．MyxH
， 八〇 Tex 　nop 　He肛oABH 冫KHble ，　cH 諏 bHo 　Ha − IHaroT 　llleBe ．1vaTbcH

，
　B

　
HaAe 冫Kne

　
Ha

　yayuuleHue　cBoero 　 no 」o ｝KeHHfi
”

（522） 「蠅 ど の は 不 意を打　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　コ　　　■
　たれ て ， 勝 手 が わ る い と騒 ぎ出す 」 （315），

“ ＿npoTKHeT 　cKBo3b 　 Hee

　〔cTpeKo3y 一
引用者〕　conoMeHKy 〔co ”oMIIHKy 〕　n 　cne 双xT 　KaK 　oHa 　neTaeT

．
　c

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ　 づ　 け

篷騨
nPH6aB 繝 eM

”
（523） 「藁を胴 へ 通 し て それが ・ 此蝉 簪を背負 ・ て ，

　蜚ん で 行 くを見途る 。 」（316）。

エ フ レ T モ フ は ゴ ン チ ャ ロ ・．一フ の 交体 の 特徴 と し て， 「文語的 な ， ま た 公 式的

事務的な単語 語結合と ， 日常生活上 の 名称 とを対比 す る こ と間」 に よ っ て イ

ロ ニ ー
を 醸 し出オ書紫を挙げて い る が，上 記 二 文は そ の 好例 で あ っ て ， それぞ

れ 「蠅ど の 」，「小荷物」は ゴ ン チ ャ Pt　一フ 独 自の ユ ー
モ ア を伝え え て 妙 で ある 。

3

次に ， 嵯峨 の 屋お む ろ （本名 矢崎鎮四郎）が 『お ひ た ち』 の 前半に 該当する
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部分を訳出 し て い る の で ，そ の 翻訳 との 比較検討 を試み た い
。

　嵯峨の屋に よる 『オ ブ ロ
ー

モ フ の 夢』 の 部分訳，『オ ブ ロ ウ モ 7 の 幼時』 の

テ キ ス トは 三 種 類存 在す る 。 r志が らみ草紙』第55号 （明27・4 ）所載 の 初訳

（筆名 探美生），『家庭雑誌』第16号 （明28・9）所載 の 改訳 （矢崎孤村），そ し

て第二 創作集 『文 の 庫』（明29）所収 の もの （嵯峨 の 舎主人）で ある 。 こ こ で は

原 則 と して 初訳 の テ キ ス トを使用 し，必要に 応 じて 改訳 に も 目配 りをす る こ と

とする 。 ちな み に ，嵯峨 の 屋は 二 葉亭 と同 じ底本を 用い た もの と思わ れ る暁

　さて 『オ ブ ロ ウ モ フ の 幼時』 の 特徴を要約する と，次 の 三 点で ある 。

　1．　 副詞，接続語，状況語や 原意を敷衍した文等，原文に な い 語句，文章を

嵯峨 の 屋が 恣意的に 付加 した 例が顕著な こ と。
こ れ に 比すれば，二 葉亭訳 の 方

が遙か に 原文 に 忠実で ある 。

　2． 前章第五 点で 指摘 した 二 葉亭 の 誤訳例 の うち ，

“

BopgaBlliylo
” “

OCM　 OT ・

pen
”

，

“AHT 皿
”

等を嵯峨 の 屋が正確 に 訳出 した ケ ース もあるが ， 概 して 嵯峨

の 屋 の 方が 誤訳が 遙か に 多い とい う こ と。 原文約 2頁半に して 23個所 で あ るel

（二 葉亭の 場合は 原文 6頁弱で 19個所）。 二 葉亭訳に 比 して文意その もの に 関 わ

る誤訳が散見 され る こ と，完了体動詞 の 時制 の 誤 りが 目立 つ こ と，が 嵯峨の屋

訳の特徴で ある 。

　3． 更に 問題 となる の は ， 飜訳 とい うもの に 対する両者の 態度 の 相 違 で あ

る。 2 の 誤訳例 の うち ま ず
“

3anax 　 CPIpeHH
”

（518） に 着 目する と，二 葉亭は

‘‘

CHpeHM
”

（「ラ イ ラ ッ ク 」） とい う語 に 固執 して 「シ レ ン ニ （植物 の 名 ）」 （309）

と訳 し，他方嵯峨 の 屋は 「青葉」（2） とか わ し た 。 しか る に こ の場面 で 窓か

ら室内 に 流れ込ん で くる の は ，「ラ イ ラ ッ ク の 香 り」 以外 の 何物で あ っ て もな

らな い 。 何 となれぽ，『オ ブ P 一
モ フ 』 第二 編か ら登場す る ヒ ロ イ ン ・オ リ ガ

ー彼女 の 使命は 主 入公 の オ ブ ロ ーモ フ シ チ ナ と闘い，彼を 活動的な人間に立ち

直 らせ る こ とだ が一その オ リ ガ の オ ブ ロ
ーモ フ へ の 愛 の象微 の

一
つ が 「ラ イ ラ

ッ ク の 小枝」 で あ っ て ，
こ れは全編で 都合25回反復され る暁　そ の ラ イ ラ ッ ク

が r夢』で オ ブ ロ
ーモ フ 少年を戸外 の 活動へ と誘 うとい うこ と，換言すれ ば ， 彼

が室内 に とどま っ て 乳母 や召使 い に か しずか れ ， 徐 々 に オ ブ 卩
一モ フ シ チ ナ を

体得 し て い くの を妨げる こ とに な るの で ある 。 即 ち， こ の 場面は 明 らか に 後の

オ リ ガ の 登場の伏線に な っ て い る の で ある 。
エ ビ P 一グで もラ イ ラ ッ ク の 枝が，

そ の 花言葉 よ ろ し く 「若 き日 の 思 い 出」 として， オ ブ Pt　一モ フ の 墓標を飾 っ て

い る 。 以上 よ り， こ の
“

Clipeflb
”

は 『t ブ P 一
モ フ 』 に おけ る キ ーワ

ー ドの

一
つ で あり，従 っ て単なる 「青葉」 で あっ て は な らな い の で ある。二 葉亭が上
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述の 点を認識 して い た か どうか は疑問だが，少な くと も彼の 方が嵯峨 の 屋 よ り

良心 的な翻訳態度を持 して い た と言 える の で は ない だ ろ うか 。

　 もう
一

例 挙げる と，
“
BOBpar 　c803H 朋 naaa 刀b

”

（519）を 嵯峨 の 屋は 「k ／ ミ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　く　5　　　　　　　　［）づコ

ケ が 出る」（3）と訳 した （二 葉亭訳 「畜類 の 死骸が幾干 と もな く痙め て ある 。」

（310））。 こ れは 明 らか に 誤訳だが，筆者が問題 と し た い の は そ の こ と自体で は

な く， こ の 個所が 改訳及び 『文 の 庫』 の テ キ ス トで は 剛除され て し ま っ た とい

う事実で ある。で は何故 削除 され た の か 。 思 うに ， 嵯峨 の 屋が こ の 個所を充分

に解 しえなか っ た か らで はな い か ， 少な くともそ の 自信を欠 い たか らで は な い

か
。 実は 元来初訳 の 時点か ら，こ の よ うに 訳出されなか っ た部分が都合 6個所

存 して い る吃 こ の うち に も， 或い は解釈が難解なた め に 故意に 省略され た 例

が含 まれて い る の か もしれな い 。こ の よ うに 見て くる と，や は り二 葉亭の方が

嵯峨 の 屋 よ り遙か に 厳 しい 翻訳態度を保持 して い た と言え る と思 う。 ま して 前

者の 翻訳が 未定稿な の に対 し，後者に は 二 度稿を改め る機会が あ っ た こ とを考

慮に 入 れる ならば ， 両者 の 差は歴然 と した もの とな る 。

　で は両者 の こ の く優劣関係〉を如何 に 把握 す べ ぎか
。 例えぽ森鵬外は ，二 葉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ ん や く

亭の 翻訳に つ い て ，次 の よ うに 冷徹な評価を下 して い る 。 「翻譯が えらい とい
　 　 　 　 　 ぼ く　 べ つだ ん 　 　 　　 　 　 　 　 　お も 　 　 　　 　 　 　 　 　　 あtt りま

へ　　 　 　 　 　 　ほ ん やく

ふ こ とだ 。 僕は 別段に え らい とも思は な い 。 あれ は 當前だ と思ふ 。 翻譯とい ふ
　 　 　 　 　 　 ふ う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふ う　　　　　 R ん や く　　　　　　　　　　 ず ゐ

もの は あん な風で な くて は な ら な い の だ 。 あん な風 で な い 翻譯 とい ふ もの が隨
ぶ ん 　　　　　　　　　　　　　　　　 ま　ちが

分あるが，そ れが間違つ て ゐる の である。」OU しか しなが ら， これ は 同 じ く名翻

訳家鴎外な らで は の言で あ っ て ， 筆者は む し ろ次 の よ うな内田魯庵の 証言に ，

明治20年代 の
一般的な翻訳事情の 反映を読み とりた い の で ある 。 「其頃 の 飜譯

は皆筋書で あつ た 。 大體 の 筋 さへ 通れ ば勝手 に 省略 した り刪潤 し た り，甚だ し

きは全 く原文を離れ て梗概を租述した もの であつ た 。」OS 従 っ て ，嵯峨 の屋の訳

業を
一概 に 非難で きな い の で は ない か 。 む し ろ二 葉亭 の 仕事の 方が ，や は りそ

れだ け当時の翻訳界か ら傑出 した もの であ っ た，と筆者は 考え た い。

4

　最後に 二 葉亭の初期 の訳業に お ける rお ひ た ち』 の 位置づ け とい うこ と，少

な くともそ の ため の 手 がか りを探 っ て みた い
。

　本稿第二 章で挙げた 『おひ たち』 の特色の 多 くは ，『あひ X
“
き』，『め く

・
りあ

ひ 』それぞれの 初訳に も該当する 。 即ち第二 点 ， 俗語 の 使用が両 訳に も見 られ

る こ とは言を俟たず，また第三点 の 「デ止 め 」 の 用法は ，水野氏 の 調査に よれ

ば ， 『あひ scき』 に 6 例，『め ぐりあひ』 に は 22例使用され て い る と い うca
。 第
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四 点の 累加 的表現 に よ る 訳出法 も，『あひ X
’
き』 に見 られ る。

　 「面白 さ うな，笑ふ や うなさ ゴ め き」，「一と小雨が忍 びや か に，怪 し氣 に ，

　 　 り　　　の　　　コ　　　サ　　　■　　　　　　ロ　　　コ　　ロ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　■　　　コ　　　　　　　　　　サ　　　の　　　の　　　　

　私語する や うに パ ラ〈 と降ツ て 通 ツ た 。」
en

　 　　　　■　　　コ　　　サ　　リ　　　■　　　コ

もっ ともこ れは ， 元来形容詞が豊富な ツ ル ゲ ーネ フ の文体 も考慮に 入れ ねばな

る ま い 。更 に もう一点 ， 木坂氏 の 接続語 の 頻度数調査に よる と，『あひ 黛 き』，

『め く
“b あひ』初訳に お い て 「が」， 「そ して 」， 「また （又）」 の 集中的使用が 認

め られ る とい うasが， こ の 傾向は 『お ひ た ち』 に お い て もほ ぼ同様で あ っ て ，

「が」 は逆接の接続語中最高の 3例，「また（又）」は 6例で順 接 の 接続語中第 2

位，「そ して 」 は 5 例 で第 3位を 占め る こ とを付言 して お く．

　次に 逆に 相異 点に つ い て 述べ よ う。 か つ て安田保雄氏は ，rめ ぐりあひ』，少

な くとも 「自分」 とル キ ヤ
ーヌ ィ チ の 会話に 入 るま で の 前 半部 分は ， 『あひ X’

き』 よ り先に 訳出 され た の で は な い か ，とい う仮説を提唱 した暁　筆者 もこ の

説に従 うと，『お ひ た ち』に つ い て も『あひ 乂 ぎ』と同様の こ とが言える の で は

な い か 。 つ ま り， 第二 章で述べ た よ うに 『お ひ た ち』は必ず しも原交に 過度に

忠 実で は な い こ と，割注 の 使用が 4 例 と少な く， か つ すべ て 簡潔で ある こ とos，

英訳の挿入が皆無で ある こ と等か らして ，『おひた ち』 も 『め く“ipあひ 』， 少な

くと もそ の 前半部 よ り後に 執筆され た と考 えた い の で あ る。

　で は 『あひ X
’
き』 との 先後は どうだ ろ うか 。

こ の 間題は 容易に 解決 し難 い が ，

一
つ め どになる と思われ る の は ，『お ひ た ち』に歴史的現在形が頻 出す る こ と

で ある 。 周知 の 如 く，『オ ブ ロ
ー

モ フ の 夢』 に は オ ブ P 一
モ 7 カ の 典型的な

一一

日が描写され て お り，そ の 生活パ タ
ーン は 日々 反復 され る。 そ して それを示す

べ く，そ こ で は 不 完了体動詞現在形，完了体動詞現在形 と共 に 不完了体過去形

が多用 され て い る 。
こ の 不完了体過去形を，二 葉亭は しば しば歴史的現在 の 形

で訳出した の で ある 。

　
c‘
Ha6 ．moptaJ

”
（522）「觀察を して ゐる 。」（315），

“
cneAlifi 　Ma3aMH

’，
（523）

　「見途る 。」 （316）

等 ， その 例は枚挙に遑が ない 。 他方 ， 水野氏の 指摘に よ れぽ，こ の形は 『あひ

父 ぎ』，『め ぐりあひ 』 初訳で少な く，そ れ ぞれ の改訳で 増加す る とい うtsn。

　 もう一点め どに なる と思 しきは，『お ひ たち』 に 欧文 の 直訳語出自の 「デ ア

ル 」 の 用例が 4例認め られる こ とだ 幽。 尾崎氏 は ，「ダ 調」 で書か れた 『あひ

X’き』，『め ぐりあひ 』初訳 に こ の 用例 は 皆無 で ある とし ， そ の 理由と して 「ま

だ こ の 頃 の 二 葉亭に は 『デ ア ル 』を 自由に 使い こ なすだ けの 力量もな く，ま た

文章 の 世界 に お い て ，

一般に そ う した 衰現を許容す る背景 も弱か っ たた め で あ
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ろ う押 と述べ て い る。一方それぞ れ の 改訳 は ，山本正秀氏 の 指摘 の 如 くma，

「デ ア ル 」調に 改め られ て い る 。

　以上 二 点よ り，『お ひ た ち』 は 『あひ 黛 き』 よ り後に 訳出 され た と考え られ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　　o 　　e 　　 o　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　e 　 　e 　 　o　 　o

な い だ ろ うか 。 「…〔お ひ た ち は 一引用 者〕恐 らくあひび き以前 の もの で あ らう。

文章も何處 とな く稚 くぎこ ちない 。押 とい う金子無絃 の 言説は，筆者に は容認

し難 い
。

『あひ ゴ き』，『め ぐ りあひ 』 の 翻訳を 明治21年春頃 （『め く吻 あひ 』 は

「青葉の 頃」ea）の こ ととす ると， 本稿冒頭で述べ た明治 21年夏 『お ひたち』訳

出説は ，
こ こ で も肯定材料を得る こ ととなる 。

こ の よ うに 見て くる と ， 『お ひ

た ち』 とい う翻訳は 二 葉亭の 訳業に お い て ， そ の 初期か ら約 7年聞の 中断を経

た第二 期 『片恋』 （明29）時代へ と移行する際の ， 言わ ば 〈里 程標〉の 如き位置

を 占め て い る の で は ない か ， と考え られ る の で ある 。

お わ り に

　以上述べ た こ とは， しか しなが ら，『お ひ たち』 の 有する意義 の ，恐 ら くま

だ一半 の こ とで しか ない 。 何 となれ ば こ の翻訳は，明治21年夏 とい う執筆時期

か ら して，また後の 二 葉亭 自身の 発言か ら して ， 『浮雲』 の 創作 と も関連 を有

し て い る で あろ うか らだ。即ち， こ の 小説 は第一篇発表が明治20年 6月，第二

篇が 明治21年 2月 ， 第三 篇が 明治22年 7 − 8月の こ とで あり，従 っ て，『お ひた

ち』 は 『浮雲』第三 篇執筆を前に し て訳出され た とい うこ とに な る 訳 で ある 。

こ の 困難窮ま りな い 問題に つ い て は，今後の 研究に 期 した い と思 う。 とまれ，

こ の 『お ひ たち』 は 二 葉亭の翻訳史，創作史双方の 上 で，看過で きぬ作品 たる

こ とは 疑 い な い
。

　それに し て も， もし仮に 二 葉亭が 『お ひ た ち』 を翻訳直後に 発表 し て い た と

すれば ， ど うで あ っ た ろ うか 。 『あひ X’き』 が 好評を博 した 理 由 の
一つ と して ，

その林間描写が挙げられる 。 こ の 点か ら言 っ て ，『お ひ た ち』 が 『あひ y き』

ほ どの セ ン セ
ー

シ ョ ン を惹起 しえた か どうか は 疑問だが ， 少な くとも大正初期

に B の 目を見た 時 の よ うな冷遇 は 受けな か っ た ろ う し，以後 の 我国 に お け る ゴ

ン チ ャ ロ
ーフ の 受容が 自ず と異な っ た途 を歩んだで あろ うこ と ， これ もまた 確

か で ある 。

註 （1） こ の あ た り の 事 情 に つ い て 詳 し く は，拙稿 「ゴ ン チ ャ
Pt 一フ と 二 葉 亭 1i 『比 較 文

　　 学 年 誌』 17，早 稲 田 大 学比較 交学 研 究室，昭56 ，30−31頁 参 照 の こ と。

　（2） 『二 葉 亭 四 迷 全 集 』第 八 巻，岩 波 書 店，昭40，183頁。

　 （3） 『早 稲 田文 学 』3−89，大 2 ・4 ， 400頁 ， 『新 潮』19−3，大 2 ・9 ， 126頁 に 同全 集所
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　収 の 『お ひ た ち』 の 言及 が 見 ら れ る が，前 者 で は 「ナ ブ ロ ーモ フ 」 作 と な っ て お り，

　 当時 の 興味 の 度合が 推察 で ぎ る 。

（4）　コ匕岡誠 司 「『・J・説総言侖』 材源 考
一

二 葉 亭 と ベ リ ン ス キ
ー一一

」， 　『日 本文学 研究資料

　 叢 書 　坪 内逍 遙
・
二 葉亭 四 迷』 所収，有 精 堂，昭 54，174頁。

（5） そ れ ぞれ 『二 葉亭 四迷 全 集』 第七 巻 ， 昭 40，163，391 頁。傍 線 は 引用 者
｝

以 下 同

　 様。

（6） 前 掲北 岡 論文，174−175頁 。

（7）　それ ぞれ Φ H 、loHoB ，　A．（cocT ．） yKa3．　xp 経cToMaTHfi ．　c．519．； H．　A，　roHqapoB，

　Co6paHme　co 顎 He 踊 BBocbMH 　ToMax ・T・4，
　M ．

“XyE ・nHT ・pa
”

，
1979

，　cユ 10・；

　 『二 葉亭四 迷全集』 第四 巻，昭 39，310頁。以 下 そ れ ぞれ の 引用 は，本 文 中の 括弧内

　 に 頁 数 を 示 す。な お ア ン ソ ロ ジ
ー

の ［日正 字法 は 新正 字 法 に 改 め た。

（8）　藤 村 義 苗 「旧外 国 語 学校 時 代 」，坪 内逍遙 ・内田 魯庵 編 輯 『二 葉亭四 迷　各 方面
．

　よ り見 た る 長 谷 川 辰 之 助 君 及 其 追 懐」 （以 下 『二 葉 亭 四 迷』 と 略記） 所 収，易 風 挫，

　 明42，上 ノ 22頁。

（9） 「余 が 言 交 一致 の 由来」，『全集 』 第 五 巻 所 収，昭4G，172頁σ

  　水 野 清 「「浮 雲」 「あ ひ び き」 「め ぐ り あ ひ 」
一

地 の 文 に お け る、文末 語 に つ い て ．
r ！，

　 『言 言吾生澑 』80，　昭 3365 ，　63頁 o

  　尾 崎 知 光 『近 代 文．章 の 黎 明一二 葉 亭 「浮 雲 」の 場 合一
』 増 訂販，桜 楓 桂 ，昭 52，

　 72頁。

  　木 坂基 『近代文 章 の 成立 に 闘す る 基 礎的研究』 風 間 書 房，昭 51， 190頁。

  　尾 崎知 光 ， 前 掲書，γ3頁 。

  　EΦpeMoB　A．Φ．只3blK　H　cTHnb 　IX　r．laBbl 　poM　aHa 　X．　A ．　VoHuapoBa ‘‘06no −

　MoB
” ・− Pyc・A3blK 　B　uJKoJle．　M ．

，
1962，　JX

「，−3，　c．3e， 3L
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔そば〕

  　本 文 中 に 引用 す る もの を除 く と，　
“
3a 〔ee 〕CTyglOM

”

（518） 「卓 の 側に 立 ツ て 」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔つぶ e 〕

　（309），
‘‘
Bop ｛laBllJyH ）

t’
（518）「呟 〔や 〕い て ゐ ら れ る。」 （309），

‘‘
ocMoTpe み

”
（519）

　
．

あ た 　ワ　 〔み ま ば 〕

　厂四 邊 を 視 廻 〔は 〕し て 」 （310），　
‘‘6yAeT 　60neTb”（520） 「頭 痛 が し て」 （311），

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔ob “

　
“
no3a60THTCfi

”

（521）「世 話 を 焼い て （水 を飼は せ る）」 （313），　
“
noApe3aTb

”
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔あば ら〕

　（521）「代 らせ よ 〔や〕う」 （313），
‘‘
py6ubl　

t’
（521） 「肋 」 （313），　 lt

　B　 O6JIoMoB匸くe ”

　（521）「オ ブ ロー
モ フ 家で 」 （313），　

“

nTMIIa
”

（521）「家畜 」 （313），　
‘‘

HHTHHqbl
”

　（522）　「：ヒ9蛋H 」　（314），　
‘‘
uepenKaJt 　（522）　「刃饑蓋 胥

P
」　（314），　

‘‘
＞KYK

，，
　（522，523）

　 〔あ s：r

　厂虻 」 （314，316），
“
noTepfiTb 　nparolleHHbTe　MnHyrm

”
（522） 「大 切 な 用 を 忘 れ

　 て ゐ た や うに 」 （315），
“
HaKa30B

”
（523）「嚴 し く 談 じ られ る 」 （315）。

  　EΦpeMOB　A・Φ・　yKa3・cτaT 田 ，　c・27・

（10 　
‘‘
cyxaPHI 〈

”
を

“
caxap

”
と 混 同 し た の で あ ろ う。

a＄ 坪 内逍遙 「長 谷川 君 の 性 格」， 『二 葉亭四 迷』 所 収 ， 上 ノ 225 頁 。

  　EΦpeMoB　A ．Φ．　yKa3．　 cTaTbfi ，　c．33．

  　詳 し くは 拙稿 r日 本 に お け る ゴ ソ チ ャ ロ
ー

フ の 受容に つ い て
一

翻訳 ・研 究 史概

　観
一

」，『ロ シ ヤ 語 ロ シ ヤ 交学研究』 13
， 昭 56，76頁 参照 の こ と 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま 　は ワ

  　本 文 中 で 引 用 す る もの を 除 くと ，

‘‘
3a 睡e〕CTynOM

”

（518） 「椅 子 の 周 團 で 」（『志
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　が らみ 草 紙』 55，明27 ・4， 2 頁。　以 下 括 弧 内 に 頁 数 を 示 す）。 　
“

MHeMHOFO

　nOMe 田 aHHb 甫 AeBepb 　erO 　MaTep レ！，　H　nOMeuim 〈 CeM レ正 双Ylll，
”

（518） 「父 の 弟で ，

　少 し 氣 の へ ん な 七 人持 の 領圭 の
…

」 （2 ），
“

cyxapHKaMH ，　 c朋 BoqKaMH
”

（519）

　「果 物 や ，菓 子 で 」 （2 ），　
“

KO3 πy
”

（519）「麗 」 （2 ），　
‘‘

Haul 」m 　 oAHa 冫Knbl 　 co ・

　6aKy ’
（519） 「何 時歟中 よ く來 た 犬，あ の 例 の …

」 （2−3），
‘‘
KOTOPblx 翩 H　 B　TOM

　Kpalo …He 　6bino・”（519）「其 は 何 處 欺 の 遠 くに 居 る，」 （3 ），　
‘‘
c　ceB 田 e 員 Ha 　ce ・

　pellHHe　AepeBflHHoli 　 KpoB 躍e勇
”

（519） 「家 根 の 中 央 を 板 茸 に した 所 の 朽 て 」 （3 ），
“
3anygleHHb 匚M

”
（519） 「古風 な 」（3 ），

“
OrH6aBLIIyiG 　BeCb 　AOM 　BHC 兄llyEo　ra・

　n 〔n 〕epeEo
”

（519） 「家 中 の 入 を 閉 口 さ せ る 廊 下」 （3 ），
“

cKoTHbltl 　nEop
”

（519）

　 「藁 小 屋 」 （3）、
“
qero 　Eo）ice 〔60 ＞Ke 〕coxpaHH ，

”
（519）「ど うぞ 稗康溢 守 り下 さ

　い ま し ，」 （3 ＞，　
‘‘H 域eπ b磁 AeHb 　HBce 　 AHHHHO9 レ1

”
　（519）　「實 に 日が な一

　 日 ， 晝 も， 夜 も，」（4 ），
“
　CYMaToxova 　

r’
（519）「驚 い た り」 （4 ），

“
cTpaxoM ，　qTo

　OH 　ynaneT　H　paCtUH6eT 　Hoc
”

（519） 「大事 の 此才ζ子が 轉ん だ の で ，鼻で も 打 は

　 しな か つ た ら う 歟， と 喫驚 した り」 （4 ），　
‘‘

OT 　Bcero
”

（520） 「其 他總 て の 物 か

　ら」（4 ），
“

ropHT 　orHeM
”

（520）「旭 日 の 影 に 輝 い で居 る の と，」 （4），
“
ay ＞fco

　6yAeT　H　TaM 　cBeTJIo
”

（520）「あれ ，彼處 も もう明 る くな つ て 往 つ た、」（4），
“

KaK

　3aBHJtHT 　H3 双a π H
”

（52Q） 「遽 くの 方 へ 見 江 た もの だ か ら」 （5 ），
‘‘
e ［耳e 田 ar ｝H

　OH 　y黄AeT
”

（520）「も う
一足 進 ん で 見 ま し た 。…

往 て し ま ひ ま し た よ。」 （5 ），

　
“6yAeT 　60” eTb

”
（520） 「頭 力二痛 くな る よ，」 （5 ），　

‘‘
KaK 　H　qTo 　nenaK ）T　B3po −

　cnble
”

（520）「人 々 の 仕 事 を」（5 ）。

  　∂・M ・PyTTHep・JTeAT・uoTPiB 　y　M ・A ・VoH 「lapoBa 　H　napannemt 　B　npoH3Be 呻

　双eHmax 　ToMaca　MaHHa ．− Russian　Literature，6，1974
，　c．118．

 
“06 ・loMoB ，　yBMneB 　AaBHo 　yMepLllylo　MaTb ．　｝｛　BG　cHe 　3aTpeneTa ．1　oT　pa」1。cTH ・

　oT ＞KapKo 最 nK ）6BH　Ic　He 黄： yHero ，　y　coHHoro ．　 MeA 刀 eHHO 　 Bb ［nJlbMH 　u3 ・no 及

pecHHU ・H・eTaax 　 He ・loEBM ）KHO 　 aBe 　 Ten ” ble　 cne3bl ・
”

，

“
・lle　 MeTa ・lcfi　AH 　 Bo 　 cHe

”
r

　
‘‘
cTaB 　Ha 　Ko πeHH

”
　（以 上 518），　

‘‘

HenpollJeHHblx
”
，　ts

　Bncflllyn
”
，
“

KoTopan 　6e3

　Toro ，　Mo 冫KeT 　6biTb，　yracna　6bi　AaBHblM ・
皿 aBHo ．” （以 上5工9）。

 

 

 

 

 

鋤

森 林太 郎 「長 谷 川 辰 之 助 氏」，『二 葉 亭四 迷』 所 収，下 ノ 4 頁 。

内 田 魯 庵 「二 葉亭 四 迷 の
一生」，『思 ひ 出 す 人 々 』 所 収，春 秋社，大14，299頁。

前 掲 水 野 論 文，63頁 e

そ れ ぞ れ 『全 集』 第一巻 t 昭 39，158，159頁 。

木坂基，前掲書 ， 295−296頁 。

「『あ ひ N
’
き』 と 『め ぐ り あ ひ』 は どち らが 先 に 翻 訳 さ れ た か

一一・一
つ の 仮説一

」、

　『比 較 文学 論 考』 所 収，学 友社，昭 44，26−44頁。

OO 「シ 〃 ・ （嬲 」 （3・9），「・ ・ チ
ープ 〔プ〕（譬

の

）」 （3・・）， 「〃 〔ヴ 〕・ ス （黝 」

（313），rイ リ ・〔；〕一シ 《 慈茎毬毒）」 （317）．

倉1＞　　前 掲 オ（野 言侖文，　64頁 o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　 t

働 　「…姿 で あ る 。」 （309），「…事 で あ ら う。」 （311），「…見 巡 は る の で あ る 。 」，「…ど

　 れ ほ ど で あ ら う ！」 （以 上 313）。
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ら

q

φ

尊

¢

¢

角
》

尾 崎知 光，前 褐 書陰ア0頁。

山 本 正 秀 『近 代文 体 発 生 の 史 的 研 究』 岩 波 書 店，昭40，507，512頁。

金 子 無 絃 「二 葉 亭 と 卩 シ ア 夊 学⇔ 」，『国 語 国 文 の 研 究』 11，昭 2 ・8，61頁 e

前 手易安 田言愈文，　32頁σ

OnepeBoAe 　OPyTa6aTgli“ AeTcTBo” （
“ OtlTaTH” ）

KaA3yXHKO 　CABAJIA

　　　Xac3raBa 　Ta 践yHocyK3 ，　 H3BecTHb 爵 　rroA　nceBAeHnMoM 　ΦyTa6aTsit　CHM ∋眞，

nePeBeJI 　oTPb エBoK 蹂31X 　PIIaBbl 　TエepBo 涙［qacTH 　poMaHa
‘‘06汀oMGB

厂’H ．　A・roHqapoBa，

“ C。H　O6πoMoBa
”

Pl　 03a．r” aB 蹴 ePo
“

皿eTcTso
”
（
“OPtTaTH”）・∂T 。T　He3aKoHtleHHblft

nepeBo 以 6bul　cAenaH 　JIeToM 　1888　ro 且a，　Ho 　olly6nmtoBaH 　B　1913　ro 双y 【Ioc 刀e　cMepTH

aBTopa ・ Op脳 Ha 刀oM 訂epeBoAa ∬ocny ）i｛rma ， 肛o　 Bceil 　 Bepo 躙 ocT ”
，

“ PyccKa ∬

xp 匪cToMaT 獺 c πPHMeqa鋤 MH 珊 Bblc 磁 Hx 　Kπacc 。B　cpe脚 工x　yqe6｝fbrx　3aBe 双eH 凪

てL1 ∂rtngecKafiLHo93vafi”

．
（Φ期 oHoB ，　A．（cocT ．）1・f311．5−oe ，3Haq ．　 plcnp ．　GH6 ．

，
1875）．

　　　Gon。cTaBneHP ！e
“

双eTcTB 毳
”

coP ｝！ruHanoM 　Bb正册 πHeT 　cneAylou ：gle　oT飆 qエ｛Te −

」！！）Hble 　qePTU 　SToro 　HepeBO 皿a ：

　　L ∂To　 B　 ocH 。BH 。M　 6廊 KH 茸 KopHFHHany ，　Ho 　BMecTe 　c　TeM 　He 　Bce 聯 o

　　　　　　　　　　　り
　　　双OCJIOBHblH 　亘epeBO メト

2・　 Hami・｛He 　矼pocTopeqHH 　紅 　np 区cy − Hx 　刃矼 oHcKoMy 　fi3bTKy　o60poToB 　peqH ・

　KaK　if3BeCTHO ， ΦyTa 巨aT3 江 pa60TaA 臼a江 cTH πeM ・TaK 　 Ha3blBaeMb 【M
‘‘
rgM6yH

　HTTH 　 Ta 貢
”− cTHneM ，　ocHoBaHHbl 》｛ Ha 　 np 買 HllHne 　e双HHcTBa 　93blKa 　axTepaTyP

−．

　Horo 匪 pa3roBopHoro，［H ｝lpoKo 卩o 」lb30Bancfi
’‘
no3THuecKHLvm

∬
fipocTopeuHmM ？1・

　∂To 　oAI 江H　｝｛3　npHMepoB 　Tak
’
oro 　fi3bll〈oBoro 　HoBaTopcTBa ・

3．　rlepeBo双 vaMeeT 　g　 HpHMepoB 　
‘‘
Ag 　AoM ∂

”

（T・e・　npenno ｝KeHH 瓦　3aKaHqvaBa −

　H）ulHxcfi　qacT
’
レ［夏e 襲

‘‘
As

”

）・　∂To 　
‘‘
KoMeHTapHoe 　BbIpa 冫KeHHe

”

qacTo 　BcTpeqaeTc π

　B　【IPo93Be ！leHHfix　Haqaxa 　H　cePeAHHb 【」IHTepaTypHo 員　双es｛Te 刀 bHocTH 　ΦyTa6ag

T9 員，
．
a 召 KoHqe 　 ee　 peAKo ．　 TaKoe　cpaBHHTenbHo 　qacToe 　npnMeHeHHe 　sTore

卿 eMa 　 M ・珊 ・ 06s π cHHTb 　 H　 TeM ，　 uTo ΦyTa6aTgn　 cqaTsn 　 cBOmn 双。areM

　 MaKcHMa 刀bHo 　 np 旺Aep 冫KHBaTbcH 　nopfiAKa 　 cnoB 　pyccKoro　QpHrHHana ・

4・ CnoBoc・qeTaH 册 TuHa ＜（npe 期 ・ r ＋ ）・lpHfiaraTeAbH 。 e ＋ cyluecTBMreAbHoe ＞

　B 　opvarHHane ，Φ yTa6aTa錦　ロepeBoAH π nocpe 双cTBoM 　noBTopeHHfi 　oAHoVa 　H 　Tott

　me 　qacTH 　pe服 Hno ｝lcKoro 　 fi3b 匸1｛a・ TaK 　oH 　 nblTancfi
“
rrepecafl ｝ITb

”
ToH 　pyc・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　 CKorO 　 fi3hlKa 　 Ha 　 fiuec − 1｝f，

5． Cy 皿 ecTBeHHHx ・田 H60K 　B 爬 peBone　 Boo6Ure 　Mano 　x・Ha 。6。poT ：06pa3110B

　 HPeBocxo 八 Horo 　nepeBoAa 　He 　nepet 【ecTb ・
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   B 1894 Folly  CaraHofi ONfypo (nceBnoHlfM HA3ai<" CliHcHpo) To}Ke  nepeBe"

oTpblBoK  H3 
"CHa

 05aoMoBa" H  ony6nHI<oBan  ere  non  3aF"aBvleM  
",[le'rCTBO

06noMoBa"  ("06ypoyMotpy Ho  en3lf"), CpaBHeHHe AByx  nepeBolloB  ll03BOnAeT

HaM  3aKmouzTb,  gTO  
"neTcTBo"

 co6nloAaeT  rOpa3nO  6oflb-yK) BepHocTb  oPHrli-

Hany  H  TogHecTb,  geM  

'",![e:]cTBo
 06iloMoBa", llTo diyTa6aTgth oTHocHJcA  K Hepe-

Bony  c  6onbuleB cTporocTb}o,  geM  CaraHofi.

   60"bUIUHCTBO YKa3aHelblX OTnnHgTenbHHX  UePT  
"j[[eTCTBa"

 Mbl HaXOAHM  " B

fiePBblX  nePeBonax  
"CBHAaeluH"

 ("A"6HK"") n3  
"3anzcoK

 oxoTHMKa"  H  paccl<a3a
"TpH

 BcTpegn"  ("MgpypHaB") ltl. C. TypreHeBa. C Apyron  cTopoHbi  BbiiueynoMfi-

HyTaH  nepBafi  gepTa  
"neTcTBa",

 a TaK>lce MaxogHcneHHocTb  "p}IMegaHli"  B  cKo6T<ax

H  Hx  naKoHuuHocTb,  oTcyTemue  BcTaBoK  Ha  aHr"xBcKoM  fi3hlKe  no3BoafieT  HaM

3aKnrogHTb,  gTo  oTpblBoK  6hl" rrepeBeneH  no3>l{e, lleM  
"TpH

 BcTpeu}i",  H Bo  BcAKoM

cnygae,  ero  nepBafi  noaoBMHa,  a gacToe  yneTpe6neHMe g)opMbr HcTopngecKoro

HacTOHLEIepo  H  4 Hp}iMepa  
"ngapy"

 B KoHue  llpenno>KeHma  B 
"JLeTcTBe"

 lloaTBe-

P)KAaloT, qTo  ffepeBoll  sToT  6bm cAenaH  no3}fce,  geM  
"CsHllaHHe'Z

   TaKliM o6pa3oM  Mo>KHo  cKa3aTh,  gTo  
"lleTcTBo"

 fiB"fieTcA  BancHbiM,  OnpeAe-

nfiK)lrtHM  3BeHoM  B Hpollecce  cTaHoBneHHfl  Ta"aHTa  ¢ yTa6aTg" KaK  nepeBongHKa･
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